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 研究業績要旨（1,000 字以内） 
 

 アルブミンは、体内プールが大きいことおよび半減期が約 20 日と長いことなどから、長期的な

栄養状態を反映する栄養リスクマーカーとして利用されている。さらに各種疾患における死亡率

と低アルブミン血症の発症に有意な相関が報告されており、臨床における予後指標としても有

効なマーカーである。 

 タンパク質低栄養状態では、アルブミン遺伝子発現量の減少を介してアルブミン合成能が低

下することは報告されていた。申請者は、本調節に転写調節因子HNF1 のDNA結合能の低下

が関与していること、さらにアミノ基転移反応の補酵素として機能するビタミンB6誘導体ピリドキ

サール 5’-リン酸（PLP）の濃度が、タンパク質低栄養状態の肝臓では上昇しており、PLPが

HNF1 のDNA結合ドメイン内に位置する 197 番目のLys残基に直接結合することでHNF1 の

DNAへの結合を抑制することを見出した。 

 さらに肝硬変患者の病態栄養学的特徴の 1 つである低アルブミン血症に対し、その改善を目

標に施行される分岐鎖アミノ酸（BCAA）補充療法の作用機構を検討したところ、アルブミン遺伝

子発現量に差は認められないものの、アルブミン mRNA の翻訳効率を上昇させることを明らか

にした。その分子機構として、RNA 結合タンパク PTB がアルブミン mRNA コード領域の 5’端に

結合することでその翻訳効率を低下させることを見出し、肝障害時にはアルブミン mRNA-PTB

複合体の形成が増大するが、BCAA を投与した場合には複合体形成が抑制されることを報告し

た。また絶食・再摂食モデルを用いた検討から、絶食時にはアルブミン mRNA-PTB 複合体形

成は増大するが、再摂食により複合体形成量は減少しており、食事摂取に伴うアルブミン合成

の調節に本機構が関与している可能性も見出した。 

 低アルブミン血症の改善は、現在も非常に困難な栄養障害の 1 つである。近年、我が国で開

発された遺伝子組み換えヒトアルブミン製剤が承認に至ったが、栄養状態を管理することで内

因性のアルブミンを増加させることが最大の課題である。これらアルブミン合成調節機構の解明

は、低アルブミン血症の改善を目標とする栄養療法の確立に有用な情報を提供しうると考えて

いる。 
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（２） 過去５年間の本学会での活動状況 
 

 シンポジウム 

・ 第 62 回日本栄養・食糧学会大会（平成 20 年 5 月、埼玉）にて発表。 

・ 第 60 回日本栄養・食糧学会大会（平成 18 年 5 月、静岡）にて発表。 

・ 第 59 回日本栄養・食糧学会大会（平成 17 年 5 月、東京）にて発表。 

 一般演題 

・ 第 63 回日本栄養・食糧学会大会（平成 21 年 5 月、長崎）にて５題の発表。 

・ 第 47 回日本栄養・食糧学会近畿支部大会（平成 20 年 10 月、奈良）にて 1 題の発表。 

・ 第 62 回日本栄養・食糧学会大会（平成 20 年 5 月、埼玉）にて 2 題の発表。 

・ 平成 19 年日本栄養・食糧学会中四国・近畿支部合同大会（平成 19 年 11 月、広島）にて 1

題の発表。 

・ 第 61 回日本栄養・食糧学会大会（平成 19 年 5 月、京都）にて 3 題の発表。 

・ 第 39 回日本栄養・食糧学会中国・四国支部大会（平成 18 年 10 月、徳島）にて 1 題の発表。

・ 第 60 回日本栄養・食糧学会大会（平成 18 年 5 月、静岡）にて 2 題の発表。 

・ 第 38 回日本栄養・食糧学会中国・四国支部大会（平成 17 年 11 月、島根）にて 3 題の発表。

・ 第 59 回日本栄養・食糧学会大会（平成 17 年 5 月、東京）にて 2 題の発表。 

 座長 

・ 第 63 回日本栄養・食糧学会大会（平成 21 年 5 月、長崎）にて担当。 

・ 第 38 回日本栄養・食糧学会中国・四国支部大会（平成 17 年 11 月、島根）にて担当 
 
（３） 特記事項 
 
  該当なし 
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